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行った.本教材の題材 として選定 した地形は,扇 状地で























従って,モ デル実験装置作成に際 し,急傾斜の 「谷」部
分 と緩傾斜の 「平野」部分を再現す る必要性がある.そ
こで,谷 と山体部分は発泡スチロールにて,平 野部分は
スチ レンボー ドにて作成することとした.谷と山体の素







ロールカッターを用いて谷 となる部分を切 り出 した.谷
の部分の切断面に関しては,キ ムタオルに浸透させたア
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図1:使 用 した発泡スチ ロール ブロック
図3:実 験装置の全様
図2:発 泡ス チ ロール で作成 した谷 と山体
図4:実 験装置側方
発泡ス チ ロール ブ ロックで傾斜(約4°)をつけた
セ トンで溶 かす ことで滑 らか に した(図2).ま た,平 野
部分 にあた るスチ レンボー ドは,90cm×60cm×7mmの
ものを使用 した.実 験時は水 を利用す るため,ス チ レン
ボー ドの周囲 には水 が漏れ だ さない よ うに幅2cm程度の
囲い を取 り付 け,囲 いの 中央部分に排水用 の溝 を設 けた.
このスチ レンボー ドの端 に,発 泡スチ ロール にて作成 し
た谷 と山体 をテープで固定 した(図3).さ らに,ス チ レ
ンボー ド裏に5cm×30cm×3cmの発泡スチ ロール ブ ロッ
クを取 り付 けるこ とで,ス チ レンボー ドに約4°の傾斜 を
つ けた(図4).こ の傾斜 は緩やか な平野 を再現 し,実 験
時において排水 を促す役割 を果たす.な お,発 泡スチロー
ル に関 して は,上 記サイ ズに成形 された もの を購入 ・使
用 したが,梱 包材等に使用 されている板状 の発泡スチ ロー
ル を発泡スチ ロール用の接着剤 を用いて貼 りあわせた も
























































シュDEM)から,フ リーソフ ト 「VectorMapMaker」
を用いて5m間隔で等高線を引いた詳細地形図を作成 し,
これを地形模型の型紙とした,
地形模型の作成に際 し,糊付のスチ レンボー ド(5mm
厚)を 素材 とした.作成方法は,ま ず,型 紙 を等高線ご
とに裁断 し,裁断 した型紙をスチ レンボー ドに貼 り付け
る.次に,発泡スチロールカ ッターを用いて切 り抜き,
切 り抜いたスチ レンボー ドを,発泡スチロール用接着剤
で等高線の標高順に貼 りあわせる,と い う方法である.
今回作成 した地形模型(図5)で は,扇 状地が形成 され
る場所の特徴である山地 一平野境界の傾斜変化部分をわ
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図6:授 業実践にて用いた山体部分をコンパク トに した
実験装置(右),予 備実験用の実践装置(左)→
表1:授 業展 開
時 間 指 導 内 容 教 師 の 支 援 ・備 考
・スライ ドを用いて扇や扇状地の写真を示す.
導 入:扇 状地の形状 と名称の由来
20分 ・グー グル アー スにて実際 の地形見せ る.
地形図と地形の対応 ・立体模型を示 して地形 と地形図を繋ぐ.
・生徒31名を3班に分 ける.
・実験方法 を演示す る.
20分 実 験:扇 状地の形成過程 ・各班にて役割分担をし,実験を行 うことを指示する.
・ワー クシー トへ の記入 を促す.
まとめ:実験結果の確認 と共有 ・実験結果 を確認す る.
10分
流れる水の働きとの関わり ・流れる水の働きとの関係を確認する.























図8実 験中の生徒の様子 図9実 験によって形成された扇状地
図10:アンケー ト調査の結果
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扇状地 の ことが よくわかった.
扇状地ができるまでの過程 をしっか りと見ることができてよかった.か たよ りができる事が分かった.
実験 を した ことで,あ ま りイ メー ジがわかなかった扇状地 の形 をわかる ようになった.
実験す ることで扇状地の形 を目で見ることができて,お もしろい し,頭に入 りやすい し,分 か りやすかったです.
楽 しかったです.扇 状地の由来が よく理解 できま した.
扇状地 の様子 を 自分 の 目で見 る ことができて,こ れ か らの授業 に役 立ちそ うだ しわか りやす かった.
とて もわか りやす かった.で きあがるまでの工程 が見れ て よかった.










す.また,ア ンケー トの自由記述の感想について,代 表
的なものを表3に示す.自由記述では,実 験が楽 しかっ
たとい う記述や扇状地の理解が深まったとい う趣旨の記
述が多 く見られた.また,扇 状地の形成過程 を示唆する
記述も見 られた.
4.考察
4-1.ワー ク シー ト ・アンケー トの結 果解析 か らみ た
教材 の効 果
授業後 に実施 した アンケー トの結果 の うち,「Ql.実験
の作業が簡単で あったか」 とい う項 目に関 して は,ほ ぼ
全ての生徒が 「簡単で あった」 「まあまあ簡 単であった」
と回答 した.こ の結果 は,本 教材 の操作性 にほ とん ど問
題が ないこ とを示 す.つ ま り,本 教材 の コンセプ ト②が
達成 された と考 え られ る,
「Q2.地図か ら扇状地 を見つ けることがで きたか」 とい
う項 目に関 して は,9割以 上の生徒 が 「できた」 「ま あま
あで きた」 と回答 した.ま た,ワ ー クシー トでは,多 く
の生徒が地形図上で扇状地の位置 に0を つ けることが 出
来 ていた.「Q3.立体模型 で扇状地の形 をイ メー ジで きた
か」 とい う項 目に関 して は,9割 以上の生徒 が 「できた」
「ま あまあで きた」 と回答 して いる.これ は,立 体模 型
が地形 をイ メージ形成す るのに非常 に効果的であること,
立体模型が地形図か ら土地の起伏 を読み取 る際の よい教
具で あることを示 してい る,
「Q4.授業 中の どの内容 に興味 を持 ったか」 とい う項 目
に関 しては,約8割 の生徒 が 「扇状 地形成実験」 と回答
し,約2割 の生徒 が 「立体模 型の観察」 と回答 してい る.
これ は,授 業 において扇状地形成実験 と立体模型が生徒
の興味 を引くことに効果的で あった ことを示 してい る.
「Q5.扇状地 をつ くる実験 を見て ど う思 ったか」 とい う
項 目に関 して は,8割 以 上の生徒 が 「面 白か った」 と回
答 している.自 由記 述において も,「実験が楽 しかった」
とい う意見が多数み られた.こ れ らのこ とか ら,生 徒が,
楽 しんで学習で きていた と考 え られ る.
「Q6扇状地の名前の 由来が分か ったか」 とい う項 目に
関しては,9割近 くの生徒が 「わかった」 「まあまあわかっ
た」 と回答 してい る.こ の結果 は,今 回の授 業内容が扇
状地の地形の名称 と地形の形状 を繋 ぐ役割 を果た した こ
とを示す.
「Q7扇状地 と流れ る水の働 きの関係が分か った」 とい
う項 目に関 して は,約9割 の生徒 が 「できた」 「ま あま あ
で きた」 と回答 してい る.ま た,「Q8.扇状 地ので き方 を
理解す ることがで きたか」 とい う項 目に関 して は,す べ
て の生徒が 「で きた」 「ま あで きた」 と回答 してい る.
自由記述 において も,「(砂の)か た よ りがで きることが
わ かった」 とい う記述が見 られ た.こ れ らの ことか ら,
扇状地形成実験 を通 して扇状地の形成過程 を観察 した こ
とで,形 成過程 を深 く理解す ることに繋が った と考 え ら
れ る.
「Q9.他の地形でモデル実験 を してみたいか」 とい う項
目で は,9割 近 くの生徒 が 「思 う」 「少 し思 う」 と回答 し
た.こ の結果,モ デル実験 を通 して地形 の形成過 程 を学
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